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( 1) ライナーは胴部と鏡部とからなり 理論解析にあたって，外側への変形が拘束された薄陣由対称シ
ェルと考え，乙れに適応するような有限要素法をもとにした一般的な座屈解析法を示している白たと
えば，胴部 lζ対しては，周方向の変形をフーリェ級数に展開する乙とにより，剛体空洞中の分岐座屈
解析を行えるようにしでいる。
(2) 元来，実用のライナー自体は薄肉であり.実a験用の小型試験体はさらに薄肉となるために，爆発成形
などによる製作上の特別の工夫により，試験体の寸法精度を確保し 実験を行っている。解析結果は
実験結果とよく一致し 解析のモデル化と解析法の妥当性を確認している白
(3) 実用寸法比のライナーに対して.一連の座屈強度解析と実験を行い，初期不整がないライナーでは
胴部が最も低い荷重で座屈するが，初期不整がある場合には，胴部と鏡部の独立した座屈の相対強度に
よって決定されることを見出している。また，乙れらの結果を総合して比較的簡単な計算式をまとめ，
ライナーの安全性を十分考慮した設計を容易に実行できるようにしている。
以上のように本論文では 理論と実験の両面から これまで不明確になっていたライナーの座屈の現
象を明らか lとするとともにその解析法を確立し.ライナーの耐座屈設計法を提案した乙とは.構造力学
ならびに構造設計学iとおいて貢献すると乙ろが極めて大である白よって 本論文は 博士論文として価
{直あるものと言忍める。
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